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～被災地へぬくもりを届けたい～ 
「温かい汁物が恋しい」その声に、資さんうどん×高雄市×北九州市がお応えします 
 

 

被災地の避難所におられる方々から「温かい汁物が恋しい」との声が数多く寄せられたことを

受け、資さんうどん、台湾・高雄市、北九州市が連携し、北九州市のソウルフード「資さんうどん」

を避難している方々にお届けします。 

 

１ 支援内容 

  キッチンカーによる肉ごぼ天うどん（２００食分）の提供 
 

２ 支援先 

  （１）支援先  八代市内避難所  

  （２）実施場所 麦島コミュニティセンター（八代市高島町４２２１番地） 

         

３ スケジュール 

 【８月１０日（月）】 

    ９：００ 「資さんうどん キッチンカー」北九州市役所出発 

   １５：００  八代市（麦島コミュニティセンター）到着 

   １７：００  「肉ごぼ天うどん」提供開始（なくなり次第終了） 

 
 
４ 取材について 

出発時、到着時いずれも取材可能です。原則事前連絡は不要ですが、 

麦島コミュニティセンターの取材希望の場合は事前にお知らせいただけると助かります。 

 

【報道解禁日】令和８年８月１０日（月）７：００ （解禁日前の告知・報道はお控えください） 

  ※避難所周辺の混雑緩和、安全確保のため情報解禁日を設定しております。 

   ご理解とご協力をお願いします。 

 

５ 今後の予定について 

  今後も現地ニーズを把握した上で、継続した活動を行っていきます。 

 

※参考：今回の取組の経緯については別紙を参照ください。 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

 政策局国際政策課  担当：吉田(部長)、香月(課長)  

電話：093-582-2146 

北九州市支援サポート便 
第２弾 



（別紙） 

【取組の経緯】 
 

（１）高雄市からの申し出   

第 1 弾の支援終了後、高雄市から、「今後も、熊本への支援についての協議を続けていきたい」

との申し出があった。 

 

（２）被災地の状況把握 

他方、北九州市の対口支援先である八代市へ派遣している北九州市の職員が現地で聞き取り

をしたところ、次のとおり報告があった。 

* 避難所では毎日同じような非常食が続いていること 

* 「温かい汁物が恋しい」という声が多く寄せられていること 

 

（３）高雄市との協議 

高雄市に対し、被災地では温かい汁物へのニーズが高いことを共有したところ、台湾にも出

店している北九州市のソウルフード「資さんうどん」をお届けできないか？との意向が示され

た。 

 

（４）資さんうどんとの協議 

北九州市から資さんうどんに対し、 

「高雄市と連携した被災地支援を共同で実施できないか」打診したところ、資さんにおいて

も、被災地支援としてキッチンカーの派遣を検討しており、一日でも早く被災地へ温かい食事を

届けたいとの思いがあったことから、本事業の趣旨に賛同いただき、共同で実施することとなっ

た。 

 

 

 

 

 
 「高雄市と北九州市が力を合わせ、ともに熊本を支えていく」ことで合意し、 

北九州市が高雄市と八代市をつなぐコーディネーターとなって、現地で必要とされている 

物資を迅速に届けるサポートをする「北九州市支援サポート便第 1 弾」を実施。 

 

① 実施日  

令和８年８月３日（月） 

１０：００  支援物資を積載した市営バス出発（北九州市役所南側） 

１６：００  特別養護老人ホームみやび園到着、支援物資搬入 

② 支援内容  

八代市の福祉施設から希望のあったもの 

    衛生用品（おしりふきシート、清拭シート、スティックタオル等）、飲料水 

③ 支援先   

八代市及び八代郡内の高齢者施設（特別養護老人ホームみやび園） 

 

 

参考：「北九州市支援サポート便 第１弾」 


